
　

写真は本堂正面右に6月中旬から７月にかけ
て薄紫色の花を咲かせる、西洋ニンジンボク
です。シソ科の落葉低木ですが、毎年1メート
ル以上剪定しても翌年には勢いよく成長し、樹
木全体から涼しげな香りを放ちます。
葉や実は香辛料としても利用され、煎じて飲む
ことによって婦人科系の疾患にも効能があると
されているようです。
境内にはたくさんの花木が植えられています。
「和尚さんこの花は奇麗じゃけどなんちゅう花か
え」よく尋ねられますが、知らない花木ばかり。
何事にも勉強です。

【護持会費
　　墓地管理料のお願い】

　７・８月は護持会費と境内墓地管理料の
納付をお願いしております。市内地区の
方は、お世話人さんの取りまとめをお願
いしております。市外県外の方には郵便
振替用紙を同封しておりますが、市内の
方でも振込みが良い場合は下記口座にお
願いいたします。

　《郵便振替口座》
　　口座記号番号
　　　　01580-2-2971
　　　　　　口座名称　　　安住寺

（なお、納付済みの方へ、行違いに振替用紙を送付して
しまうこともあります。ご了承ください。）

8月3日（木）
午前11時～

山門施食会
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※申し込み締め切りは8月中となります。

八
月

１５日（月）
中津・宇佐・国東・茅場・大添
下原・下下司・菊本・迫上・迫下

～廣石碩田先生の夏季企画展お知らせ～

廣石碩田先生の生誕百年を記念して、きつき城下町
資料館で特別企画展『知られざる杵築の画人 廣石
碩田の軌跡』が開催される予定です。以下は展示の
詳細情報です。

会期：令和5年8月24日（木）～9月26日（火）
会場：きつき城下町資料館

廣石碩田先生は、安住寺の檀信徒であり、宗近にお
住まいでした。幼少期には村上天心の禅画に触れ、そ
の影響を受けて作画活動を始めました。昭和20年ごろ
には田能村竹田の系統を受け継ぐ藤田木田に師事し
ました。昭和50年ごろに退職後、杵築に移り住み、木
付南画会を結成し九州南画院に所属し多くの作品を
残しました。

また、安住寺にもたくさんの作品を寄贈していただき、四
季折々の色紙を提供していただきました。長い間、「安
住寺だより」の紙面で碩田先生の色紙プレゼントコー
ナーを開設させていただいておりました。

詳細な展示内容については、きつき城下町資料館に
お問い合わせいただくか、展示期間中にぜひご覧くだ
さい。皆さんにも廣石碩田先生の素晴らしい作品をご
覧いただけることを願っています。

その他、費用・行程など詳細は裏面ＪＴＢのパンフレットをご覧ください。

安住寺からは、先着6名程度の参加を予定しております。

ご本山では、灯明会と先祖供養を行います。

南禅寺派・大分県24部寺院合同南禅寺団参の旅、参加者募集！

南禅寺山門

本年の棚経の日程は上記の地区割になります。閑栖和尚和尚
や小僧もお参りいたしますので、詳しい順番等は三日の施食
会の際に張り出します。どうしても都合が悪いお宅はお申し出
ください。日時の調整をいたします。
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（日） 須賀・本村・丸尾・中尾

１４日（月）
札ノ辻・西新町・古野

南台・宗近

１３日

令和5年7月20日 183号（1）安住寺だより

９日

183号（2）安住寺だより令和5年7月20日

７日 （月） 西大内山浜・西大内山下・西大内山上

８日 （火）
本町・谷町・弓町・新町
永代橋・日出町

１１日（金）
大分市（安心院）・別府市

清水・魚町・桃山

１２日（土）

【　今年の棚経日程　】

（水）
錦江・杉山

鴨川・中の原・中平・下本庄
片野・守江・新興

１０日（木）
東大内山下・東大内山中・東大内山上

広小路・北浜

     禅の心
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≪月零行事予定≫
8月はの月例行事は
お休みします。
☆早朝座禅
９月９日（土）
９月３０日（土）
9月は午前6時～
１０月１４日（土）
１０月２８日（土）
10月は午前6時半～

☆写経会
９月２０日（水）
１０月２０日（金）
午前10時～

＊新たに参加してくださる
方を、募集しております。

守末・馬場尾
西上・北台・祇園・煙硝倉
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～南禅寺団参お参りの旅～

　日時：令和5年10月22日（日）～10月26日（木）　4泊5日

暑中お見舞い申し上げます
豪雨災害に合われた方々にお見舞い申し上げますとともに、檀信徒の皆様ご縁を頂

く皆様が暑い夏を乗り越えられますように。

令和５年 盛夏

住 職 矢野 明玄 責任役員 矢野 玄徳

責任役員 中村 文三 総 代 一 同

説教会の様子


